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要約 

・ ヨーロッパ予防循環器学会（EAPC）の専門家たちにより、COVID-19 パ

ンデミック時の心臓血管リハビリテーション（CR）活動に関するコンセン

サスを確認するためのデルファイ・プロセスがまとめられた。 

・ 総数150 のステートメントを選択し、CR への紹介、タイミング、中核的な

要素、構造指標、プロセス指標、クオリティ・インディケーターに関する

質問が行われた。それらは、リッカート尺度にて評点化された。 

・ 総数150 中58（39%）のステートメントでコンセンサスが得られた。 

・ COVID-19 がない場合、CR は、通常の設定（外来を優先）、タイミング、

介入の中核に従うべきである。 

・ COVID-19 患者を含むプログラムは、呼吸器障害、心理社会的管理、そ

して介護者に特別な注意が払われる。なお、多要素からなる在宅リハビ

リテーションを奨励することも必要である。 

・ COVID-19 と診断された患者が、急性心臓血管系イベントを合併してい

る場合、CR への紹介については、高いコンセンサスが得られている。

なお肺動脈性肺高血圧症についても同様である。 

・ COVID-19段階であっても、CRは心臓血管疾患患者のケアのために重

要である。また、今まで以上にこの分野における創造性と革新性が必要

とされる。  


